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研究概要 

 本年度は前年度の研究テーマを発展させ、マレーシア華人社会における家族関係の変遷

を歴史的視点から明らかにすることを目指し、次世代ユニット研究「理想の家族、現実の

関係：再編されるマレーシア華人社会の親族関係」を実施した。本研究課題はマレーシア

華人社会に流通する華字紙に掲載された広告記事の収集分析により当該社会の家族関係の

変遷を明らかにするものであるため、広告記事収集を目的とする現地調査をマレーシア国

立図書館、シンガポール国立図書館等において行った（1 月 4 日～9 日、1 月 20 日～1 月

31 日、2 月 20 日～27 日）。この研究成果の一部は、11 月にソウル国立大学で開催された

第 4 回次世代グローバルワークショップにおいて報告した。また、2 月 17 日に実施された

研究成果報告会においては、本研究成果報告が優秀発表賞を受賞した。 

 また、8 月 20 日～9 月 22 日の 1 ヶ月間、「組織的な若手研究者等海外派遣プログラム（京

都エラスムス計画）」中国社会研究短期集中プログラムに参加し、南京大学海外教育学院の

語学研修プログラムに参加し、研究課題「中国都市部における住宅と家族関係についての

調査研究」を実施した。滞在期間中は、南京大学社会学院の研究者・大学院生と国際共同

シンポジウムを開催し、海南島での珈琲文化についての現地調査も実施した。 

 海外の研究者との研究ネットワークの構築については、南京大学社会学院教員・大学院

生との連携（ワークショップの開催）、中国山東大学での講演の他には、本プロジェクトの

研究員である加藤敦典さんと Reconstruction of Intimate Spheres と題したパネルを組み、3

月にカナダ・トロントで開催された The Association for Asian Studies の研究大会において

発表を行った。 
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